


昭和 50 年度より始まった本研究は,第 2年度を迎え,下記のことを目的とした。

(1)心臓障害の実態の中,昨年度に於て不十分であった次のことを明らかにする。

a.心電図変化の中,QRS 波の高電位所見の頻度およびその意義づげ,さらに不整

脈の種類とその出現頻度

b.臨床所見,検査成績から冠動脈後遺症の推定,および冠動脈造影法を行う適応

の決定

c.ベクトル心電図変化の解明

d・冠動脈後遺症の経時的変化,殊に動脈瘤の退縮について


